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TheReturnoftheNativeに於 け る葛 藤 に つ い て
藤 田 繁
1878年に発表 されたTheReturnoftheNativeは,言うまで もな くP
WessexNovels中最傑作 の一つであ り,殊 にそ の整 った構成 は類 をみず,
数多 くの学者に よって研究 されて来 た。 以下の小論 では,葛 藤 の考察を通
して,こ の作晶 の主題に迫 りたい と思 う.
1
先ず,人 物間 の葛藤 とい う観点か ら作品を逐時みてゆけば,次 のよ うに
な る.
BookIでは,安 定 したWildeveとThomasinの関係が結婚 中止 に よ
って,不 安定をつ くり出し,そ れをMrs.Yeobrightが確定 的なものへ と
追 いや る.軽 薄 なWildeveは直ちにEustaciaに誘惑 され,惹 かれ るが,
VennとMrs.Yeobrightの作用で,EustaciaはWildeveを嫌 うこと
になる.Thomasinの不安定で姶 ま った物語が この巻末ではEustaciaの
不安定 に重点が切 り換 えられ,新 しい空 白が 出来上 ってい る.こ の空白は
何 か刺戟 があれ ば,即 座 に 充た され るものであ り,次 の男性側 の 主 人公
Clymのこの葛藤への參加を容易,且 つ必然的Y'してい るわけであ る.か
くて,BookIIでは,EustaciaとClymの劇へ と展開 してゆ く.
Wildeveに見切 りをつけたEustaciaはClymに接近 してゆ く.一 方
Wildeveの方は,Eustaciaに捨て られ,反 動的にThomasinとの結婚へ
と踏切 る.VennはWildeveに刺戟 され,Thomasinの方へ具体 的に働
きかけ よ うとす る.ど の動 きも有機 的であ り,clichさをつかえぽ,く もの
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巣が 一部 を動 かされれば全体が揺れ るよ うに,各 自必然的な方 向へ と運 動
してい る.こ の辺 り,人物配 置の力学 に一分 の誤 りもない.更Y'Hardyの
巧妙 な所 は,ThomasinとWildeveの結婚 に よって安定 させ る どころか・
人物 聞 の運動 のpotentialityをそのままに してお いて,複 雑性を とり入れ
た とい うこ とであ る.WildeveはThomasinに満足 す るよ うな男ではな
い.本 質的に異質の この2人 の男女 を結婚 させる ことに よって得 たHardy
の利 得 は少 くない.外 面的 には,EustaciaがClymと結 ばれ るのを必然
とした ことで あ り,も う一つ見逃せないのは,Wildeveに夫婦 間の 皿ora1
とい うブレーキをつけて動かせ る とい う,複 雑性 を獲得 出来た こ とであ ろ
う.
BookIIIでは,今 や遊離 したEustaciaは必然的にClymの 方へ 傾 く・
彼女 の作用を受けて,Clymの 方 も彼女 の方 に傾 く.こ の互 いの接近を早
め,強 めるのは,Eustacia側か らみれば,彼 女 のEgdonHeathへの憎
しみ とParisへの憧れで あ り,Clym側 か らみれば,Mrs.Yeobrightの
この結婚 に対 する猛烈 な反対で ある.他 方Wildeveは,も とも と愛情が
基 の結婚 ではないので,Thomasinから離 れてEustaciaの方に行動す る
萠 しをみせ ている.こ のWildeveの動 きに対 し,Thomasinをunselfish
に愛す るVennが,そ の夫 の運動を セーブ しよ うと活動 を始 めて くる.
しか も,ClymとEustaciaも真に相互理解 の上 で結婚V'入った のでは な
いか ら,錯 綜 する人間関係 の不安定 は局面 をかえただけで,依 然不安定 の
ままである.否,む しろ一応外面上安定V'達したかにみえるが故 に,そ の
不 安定は深 く,大 きい もの とな り,次 の不幸 を惹起す るに十分 なエネルギ
ゆ一が貯 え.られ ることになる.
BookIVで は,結 婚当初 の夢に破れ たEustaciaはClymより後退 し
てゆ く.異質の2人 を結婚 させたHardyの 真 意は ここにあろ う.Eustacia
をClymか ら後退 させ る力は,皮 肉V'も,彼 女を彼 にひ きつけたEgdon
Heathへの憎 しみ と都会へ の憧れが 根 本的な もので,そ の契機 としては
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Mrs.Yeobrightとの争 いが ある.最 早Cly皿 は彼女 の夢 をかなえて くれ
る力 もな く意 志 もない.そこで この運命に反逆 して ダンスにゆ き,Wildeve
に再 び近づ く.Wildeveへの接近を加速す るのは,彼 に転 が り込んだ,彼
女 をParisにつれてゆ くのを可能yす る11,000ポソ ドの遺産であ る.一 方
Vennは,Wildeveがあ の月夜の ダソス以来,再 びEustaciaに熱をあげ
てい るので,Thomasinの為 に奮斗す る.所 が,彼 が善意が ら うつ手段 の
全てが反 対の結果 とな って現われ る.Clym,Eustacia間の疎遠,Wildeve
のEustaciaへの接近,Thomasinを媒介 としてのVennの 活動,Mrs..
Yeobrightの和解 の努力,Eustaciaの拒 否 と,次 々Y'連鎖反応を起 し,
ClymとEustaciaを中心 として出来た見せかけ の安定は僅か2ヵ 月で崩
れ さ り,Mrs.Yeobrightの生 命を呑み込んだ次第で ある.し か も,Cly皿
‐Eustacia-Wildeve‐Thomasin-Vennの葛藤 は未 だ解消 したわけで は
な く,Mrs.Yeobrightの死 決済 もす んでい ない.夫 人 の死が起爆剤 と
な って,更 に大がか りな爆 発が誘発 され る余地 が十分残 されて いるわけ で
あ る.こ の夫人の死の意義 はBookVで 明瞭にな る.
Eustaciaをこれ まで と 違 った 画期的な 行為 に か りたて るには,即 ち
EgdonHeathからみずか ら飛 び出る よ うに仕 向けるには,一 番有効な手
段 として夫Clymと の関係を断つ ことがあろ う.所 がClymは 深 くEus-
taciaを愛 している.そ れ故,そ のままでは彼等 の間にEustaciaがど う
振舞お うと破綻は生 じない.こ の強い結合 を破 壊するにはそれ相当 のエネ
ルギーが要 る.そ れがMrs.Yeobrightの死 であ ったので ある.彼 女 にな
ら,ClymはEustaciaに対す るのと同 じ程 の愛情 とす まない とい う気持
を持 ってい る,そ の死がEustaciaの為Y'もた らされた となる と,た とえ
一時的に しろ必ず彼 らの結合を切断す る力を もつ ことY'なる.か くて彼等
は別れ,窮 地に追い込 まれたEustaciaは彼女 の精神的エ ネルギ ーを専 ら
Heathを逃れ ることに指 し向け る.し か もWildeveとい う11,000ポン ド
の協 力者があ る.し か し,そ の決行に際 して挫折す る.一 は 自然 の猛威 の
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為,一 は金を忘れた とい う偶然 の為,か つ 又一 は持 ち前 の 自尊心 の故 に.
Wildeveの金を拒んだ彼女 の 自尊 心は彼女 を 自殺 へ と追いや るが,或 はこ
れ は女 神 の素材 と云われ た彼 女 らしい死に 方か も しれ ない.自 ら命 を断つ
ことに よって 自らを他 の 支配 より全 く 解放 したのであ るか ら.さ て,こ
の葛藤 の5つ の 要 素の内,か なめ とな る2つ が 没 し 去 った今,Clymが
Thomasinを愛し,Thomasinが彼 とVennの どち らに も心を 許す こと
がなけ れば,葛 藤 は生 じ得 ない.3つ の生 命の消去V'より,葛藤 は解消 し,
我 々に いわゆるカ タルシスをもた らす ので あるが,Hardyは更 に`After-
courses'と称 して,BookVIを 書いた.EustaciaとWildeveを欠いた
人 間関係 は,後 動 くとすれ ば,Thomasinの気 の向 く方向に しか あ り得な
い.そ こで彼女 は終始 自分を慕 って くれたVennに 心動か され,結 婚す
る.残 されたClymは 説教者 として一生 を送 る.こ の巻を附足 した こ と
は,TheNativeの為 に惜 しまれ る.作 者 も後味 の悪 いものを感 じてい る
らしい のは,p.470の脚註 によってもわか るが,彼 のVennの 取扱い方
Y'みられ る変化に も看取 され る.Vennに 対す る これ までの好意的 な態度
は俗物に対す る一種 の嫌悪或 は皮 肉に なっている.Vennの 俗化 とhappy
endingは悲劇を突然喜劇に変えて しまい,折 角獲得 したカ タルシス的 な
効 果を台無 しY'して しま うが 故に,極 力避 け るべ きで はなか つたか.今 後
の葛藤 の考察 では この巻を省略す るこ とY'したい.
さて,それでは以上の人間葛藤を可能 に した のは どうい う条件であ るか.
先ず第一 に挙げねば な らぬ ものは人物設定 とその配置 である.Eustacia対
Tho皿asin,Wildeve対Vennと2組の対照的な男女を設定す ると共 に,
加 えて,ClymとMrs.Yeobrightとい う強 力な意志 の持主があ る.こ の
内EustaciaとWildeveはEgdonHeathを憎み,そ こか ら出 よ うとも
がいてお り,他 の4人は,Mrs.Yeobエightはや Σ例外 的 として も,Egdon
Heathを愛す る ものであ る.Hardyは利害関係が一致す る筈のEustacia
とWildeveとは結びつけず,そ れぞれにほぼ正反対のClymとThomasin
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・を妻合わせた。 この組合 せで は,7hと油 の よ うに,離 反 ない し反発せ ざる
を得ない.こ の彼 らの運 動は彼等の周辺に附着す るVennとMrs.Yeo-
brightを当然静止す るが ままには しておかない.形 式 の上で も,この小説
を5人 の人物で始め,後 にClymが 加わ り,Mrs.Yeobright,Eustacia,
Wildeveと消xて ゆ く様式は,劇 的葛藤に適 してい る.こ れ につ いては,
EdwinMuir:TheStructureoftheNovel(TheHogarthPress,1960)
p.60を参照 されたい.
しか し,こ れだけで6人 の人物 を反 目Y'しろ,同 和に しろ結 びつけ てお
くに十分ではない.ここに場の統一 とい う問題が出て来 る.TheNativeに
は 明 らかにそれがみ られ る.冒 頭 のEgdonHeathの描写に,`Overhead
thehollowstretchofwhitishcloudshuttingouttheskywasasa
tentwhichhadthewholeheathforitsfloor'とい う個所があ る.6人
の人間 ドラマは この範 囲内で行 われ,そ こか ら出る時は,丁 度 ギ リシ ャ悲
劇におけ るよ うに,使 者に当 る人間が伝達 した り,そ こにた また ま居合 わ
せ た八物が噂 として村 人に話した りす るのみで,遂 に この空のテ ン ト と
Heathの床の中か ら出 ることはないのであ る.この効 果は 明白である.閉
じ込め られている場所が狭 けれ ば狭 い程,叉,そ こに閉 じ込 められてい る
人間が多けれぽ多い程,そ れだけ頻繁に濃密な人問 ドラマがそ こに展 開 さ
れ るであ ろ うし,且 つ叉,閉 じ込め られ てい るが故Y',その ドラマはその
範 囲内に限 られて しま う.そ の結果,作 者は読者に顕微鏡下 の人 間劇 を示
す ことが 出来 るのであ る.そ の上,Hardyが唯一の場面 に設定 したHeath
は今云 った よ うな消極的役割を果す に とどまらぬ.そ の積極的な面は後程
ヌ,触れ たい と思 う.
これだけの条件では まだ,TheNativeの人聞葛藤の迫力を説明す るこ
とは 出来 ない.「 よ り多 く凝 集 させた効果は,時 が長 く引 き伸ば されて,
稀 薄に な った効果 よ りも,よ り大 なる悦 びを与え る」 とは 「詩学」の言葉
で ある.こ れ と同じこ とが7!勉N痂 昵 に も云え るのであ る.ギ リシャ悲
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劇 では通 常1日 がそ の長 さであ ったが,こ の小説ではそれがほぼ正 確に1
年,即 ち11月5日 薄暮 に姶 ま り,次 の年 の11月6日夜に幕が閉 じるので あ
る.・この僅か1年 の間に6人 の人生が徹底的V'変貌 し,そ の中3人 が死 ん
で ゆ くの であれ ば,緊 密感 のない方が不思議 であろ う.
しか も,以 上の条件では尚,あ の人間 ドラマは 進行 し なか った であろ
う.そ の展 開の小 さな転機 となったものを振返れ ば,他 に どの よ うな もの
.が働 いて いたかす ぐわか る.い わ ゆ る偶 然があの 人聞葛藤を更に 複雑Y'
し,そ の方向を決定 したのであ った.
この よ うV'して,こ の小説は ア リス トテ レス の満足す るよ う に 結 末 へ
と急 ぐの であるが,同 時に,葛 藤 の一糸乱れ ぬ緊密 さを重 んじるあま り,
Hardyが犠牲にした もの も看過す ることは出来 ない.EM.Forsterは
WessexNovelsについて,そ のAspectsoftheNovel(Arnold,1958)
で かな り長 く論評 してい る(pp.89-91)。Plotが勝ちす ぎて,人 物 が生 き
ていない とい うのはや は り当をえた批評で ある.Eustaciaにしろ,Clym
に しろ,一人 き りでい るときは全 く精 彩がない.D.H.Lawrenceが`Thus
bothEustaciaandhe(-Clym)sidetrackfromthemselves,andeach
leavestheotheruncollvinced,unsatis丘ed,unrealized'と云 ってい るよ
うに,彼 らは 自己本来 の生 き方を真に求 め ることは決 してない.Wildeve
も`attractedalwaysfromoutsideandneverdrivenwithin'であ っ
て,常YT外 界の事 情,事 件に,即 ちHardyの設定 したplotに従い,浮 遊
す るだけであ る.Thomasinに至 っては 自分 の意志が あるのかない のか疑
わ しい.Mrs.Yeobrightにして も,同 じ くLawrenceの言葉を借 りれ
ば,`oneoftheold,rigidpillarsofthesystem'であ って,人 間にな
るのは時 々母性愛を示す とき位の ものであ る.Vennに つ いては多 くの人
が賞讃 を送 り,成 程一面 では魅力 ある性格 をしてはい るけれ ども,こ れ も
見方をか えればplotの所 産か と思われ る.reddleを売 って回る彼 の家は
馬 車であ り,他 の5人 と違 って 自由に移動 出来 る.そ れで,丁 度Shake一
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speareがIagoの行動範囲をRoderigoによって大 巾に広げ ることが 出・
来た よ うに,Hardyも人物葛藤を このVennに よって充分に広げ,か つ
調節出来たに違いない.と い うよ りは,そ の為に ど うして も作 らざるを得
なか った人物 ではあ るまいか.こ の事か ら.彼 の駆 引にみ られ るsophisti-
catedな面 とThomasinへの恋慕にみ られ るsimpleな面 との矛盾 も説
明 され るであろ う.更には又,BookIの前提 として,WildeveとThomasixL
が結婚す ることにな っていたの も,後 の彼 らの行動か ら類推 して,想 像 の
出来ない所 であ る.
しか しなが ら,TheNativeではplotが勝 ちす ぎて人物 を殺 してい る,
と述 べたけれ ど,他 方か らみれば,こ の犠牲 のお蔭で作品全体の均衡 が保
たれ,葛 藤 の最中にあ る作 中人物が衝突す るとき,強 烈なエ ネル ギーを発
散す ることが 出来 たのであ った.例 えば,Mrs.Yeobr量ghtとEustaciaが
口論す る所 な ど,す さまじい火花が飛 び散 るのである.叉,作 晶全体 につ
いて も,不 合理なWildeveとThomasinの 結婚中止 か ら 始 まって,
BookI,BookIIとだ らしな く続 く人物関係 は,:..IIIのClymと
Eustaciaの結婚 あた りか ら生気 を帯び 出し,:..IVのMrs.Yeobright
の死 とな って先ず前半貯 えたエ ネル ギーを発散 し,夫 人 の死は,更 に強 い
爆発をひ き起す不 安定を残 し,遂 に全エ ネル ギーを費 してcatastropheに
なだれ込善のであ る.こ の:..IVか ら:..Vま で息 もつがせぬ迫
力は強 力なplotの結果に他な らない.EdwinMuirは同じTheNative
を挙げ て,そ の迫 力を 時 間感覚 に切 りx,巧 みV`明 してい る(The
StructureoftheNovel,p.72).
II
これまで作中人物聞の葛藤について述べたが,こ の作品の葛藤は人物間
に止まるものではない.即 ちNatureと作中人物 との葛藤が見出される
のである.先 の考察 と,この解明をまって姶めてこの作晶の本質が姿を現
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わすで あ ろ う.
Natureと人物間 の葛藤 と云 ったが,更には っき り云えば,EgdonHeath
とEustacia間に於け る葛藤であ る.葛 藤 と云えぱ,何 らかの敵対関係が
な くては な らず,EgdonHeathは元来 この点ではゼ ロの立場であ る.だ
が,そ れ はClymやVennた とっては味方 とな り,耳ustaciaやWildeve
に とって は敵 となるので あ り,そ の点か らみ ると,こ の小説はEustacia
とHeathと の葛藤 の物 語 とい うことになる.そ うい う方面か らこの作晶
を少 し考 えてみた い.
この作 晶には,冒頭のEgdonHeath描写 を始 め として,全篇に絶えず 自
然描写 が ち りば めてある.そ のNature描写の働 きの主 な ものは,Nature
そ の もの の美を伝 える もの,作 中人物の気持をその視点を通 して 自然描写
す る ことに よって表現す る もの,及 びHardyの 哲 学を表わす ものな どで
あろ う.そ の中で最 も重要 な主 調音をなす ものは最後 に挙げた もので,こ
れ こそEustaciaと敵対関係 に立つ ものであ る.そ の調子が どの よ うな も
のであ るかは,冒 頭 のEgdonHeath描写を読めば如実に感 じられ よ う.
そ れはHardyの 所謂ImmanentWillの具現 とい って差支えないであろ
う.一山形大学 の工藤 亀三 郎教授 の言葉をお借 りすれば,「 無情な超然た る
カー 盲 目的な 力EustaciaVyeを 嘆か しめ,世 の中を ままな らぬ も
のた らしめ るカー それがHardyの 観 じた 自然,即 ち宇宙 のいだいてい
る盲 目的 な意思で あった」 のであ る(大 沢衛編 「バ ーデ ィ研究」英宝社,
pp.136-7).夊,同じEgdonHeathについて,D.H.Lawrenceがさす'
が に本質を衝いた論評を行な っている(D.H.Lawrence:Selectedliterary
criticism,Heinemann,1961,pp.172-3).
このEgdonHeathに対 して,Eustaciaはどのよ うな女で あったか は,
BookI,VII,`QueenofNight'Y'詳し く描か れてい る.Theuntame-
able,Ishmaelitishthingであ るEgdonHeathが,therawInaterialof
adivinityのEustaciaに合 う筈がない.か くて彼女 はEgdonを 憎み,
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そ れに反抗す るのである.反 抗V'対してはEgdonは 冷た い復讐 で もって
応え る.結 局Eustaciaは滅 び さるわ けで あ る.EustaciaのEgdonHeath
へ の憎 しみをHardyは 恐 らく意識的 にしばしば 作晶 中で 繰返 して い る
(p.116,p.205,p.220,etc.).この よ うな例は他に も多 く見 られ,遂 に414
ペ ージでは,EustaciaはEgdonHeathを普遍的世界に感 じるに至 って
い る:`Shehadusedtothinkoftheheathaloneasanuncongenial
-spottobein;shefeltitnowofthewholeworld.'そのよ うな世 界に
自分 が居 るの もFateで ある と考 え るのは当然 で,し ば しば彼女 の 口か ら
Fateとか,Destinyとか,Heavenな どとい う言葉が 出て来 ることにな
る.こ の辺 りの事情はAbercrombieがその著書ThomasHardy(Martin
;Secker,1924)pp.79-80で適切V'述べ ている.
次V'EustaciaとEgdonHeath間の葛 藤 とい う面 よ りstoryを通観 し
てみ る.:..1で は,EustaciaはWildeveを自分 のものにす るこ とが
出 来た し,Wildeveはアメ リカに行 こ うと云 って いるので あるか ら,こ の
.E
gdonHeathからの脱 出は相当 の可能性が あった.所 がそ の巻 の終 りで
は,WildeveがThomasinに捨 て られた と思い,持 ち前 の自尊心 か ら彼
を捨て る.こ こで 叉振 出しに戻 るのであるが,Parisから帰郷 したClym
・に便乗 して憧れ のパ リv`行けるや もしれ ぬ と夢 をはせてい るのがBookII
であ る.次 いで:..IIIで は,Clymと 恋 愛関係に入 り,遂 に結婚す
る.こ の時が彼女 の運 勢の頂 点で,ClymがParisに帰 らない と知 る と共
・に,運 勢 は下 降を辿 る.Mrs.Yeobrightの死 辺 りまで下降を続け るが,
そ の頃に なる とWildeveに11,000ポン ドの遺産が入 り,彼 が彼女に心 を
寄せ てい ることが判 って来て,彼 女 のHeathから脱れ 出る希望 は又ふ くら
み始 め,従 って運勢線 はやや上昇 し,終 りまで除 々に昇 り坂 である.所 が
ここで夊 も邪魔が入 る.一 つは 自然 の猛威,他 は彼女 の 自尊 心であ る.最
後は 自殺で,常 識 的見方 をすれば,急 転直下 の下 降運勢 を示す.そ して 自
然が猛 々し くそ の勝利 の歌を うた うのであ る.こ れをNature側か らみれ
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ば,丁 度BeethovenのNo.5とよ く似 た構 造を示 してい る.:..1の
劈頭 で,荘 重崇高にNatureがleit-motifを,即ち運命 と云 った ものを一
奏 る.こ の第一動機は作晶中絶えず,或 は高 く或は低 く聞 こえてい る.そ
の間,人 間 ドラマも 進行 してい て,人 間が運命 に敗 れ ると 思われ る個所
で,Natureは無気味に己れの主調 音を響かせ るのであ る.例 えばMrs.
YeobrightがClym家近 くの丘 に休 んで いる時見 る光 景がそれであ る(P-
327).彼女の死後,Eustaciaがい よい よEgdonか ら逃れ よ うと試みる
ときも,Natureはそ の不吉 な,恐 ろしい姿 を現わす(pp.418-9).その・
とき,今は 精魂 つき果 てたEustaciaが叫ぶ言葉 も注意 された い(p。420).
このよ うに して 自然 は,或 は運命 と云 った方がい いか もしれ ないが,さ さ
やかな一 個 の反抗 を冷酷 に蹂躙 し去 った ので ある.
III
これ まで2種 の葛藤を概 観 した.次 に結論 に入 りた い.
人物か らみれ ば,こ の作 晶の主人公はEustaciaである.しか し,Nature
とEastaciaとの葛藤 につ いて考 えた とき,EgdonHeathの役割 の重要
性 もみた.現1こD.H.Lawrenceはこの悲劇 の本質 はEgdonHeathだ
と云 って もい る.そ れでは主人公はHeathを 代表 とす るNatureであ る
か,と 云 えば,そ れ も妥当 ではない.人 物関 係の葛藤 描写が実際問題 とし
て作 品の大半 を占めておれ ば,Nature偏重 も うなず けない.結 局 この作
晶は2重 の構造 を もっていて,2つ の主 人公 を もつ とい うことにな る.即
ち,入 聞 とHeathと.そ れでは,こ の作 晶のテ ーマ は何であ るか とい う
疑問が当然 出て来 る.PercyLubbockはaphraseで云えないな ら,小 説.
の主題 として適 していない と云 ってい る.そ こで,TheNativeの主題を
一語で云 えば何であ るか考 えてみたい.先 ずEustaciaからみ て,彼 女を
め ぐる恋愛物語であ ろ うか.成 程作晶中で,主 役6人 中Mrs.Yeobright
を除けば,全 て恋愛 の よ うなこ とをして いる.け れ ども,所 作事だけで,
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恋 愛そ のものは殆 ん ど描 かれ てい ない.EustaciaはParisYこ対 して な ら
ともか く,人 間には恋 愛は してい ない と云 っていい位であ る.で はego
'とegoの ぶつか りあいを描いたのであ るか,こ れ も違 う.Lawrenceが
云ー った よ うに,彼 らは本来の 自分 になろ うとは していた が,そ れ を意 識 し
齟て はいなか った.真 に 自分 のegoを 追究す る ことは一度す らない.で は
EgdonHeathであ るか.そ れ の もっているある力,何 かの代行者 として
のそれを考え る とき,可成妥当な答 え となって来 るであろ う.Shakespeare
に例を借 りれば,作 者 はJuliusCaesarでBrutusやAntonyやOcta-
TviusCaesarを描 こ うとした のではない よ うであ る.・真にね らったの はや
は りJuliusCaesarであ った と思われ る(cf.鷲 山第三郎:「悲劇 と神の
澗 題」pp.75-77).作晶の前半で殺 された筈の彼が,隠 れた主人公 として,
話が進展す る と共に巨大 な力をふ るい,CasioとBrutusは次 々に滅 んで
ゆ く.そ れ を2人 ともAntonyやOctaviusのせいだ とは思 っていない・
.それ故2人 とも死 の直前 に叫ぶのはJuliusCaesarの名前 であ る(Julius
-G'aesarv.iii.11.45-6,v.V.ll.50-i).TheNativeに於 ても,意 識す
る しないに拘 らず,Hardyがね らったのは,EustaciaとかEgdonHeath
・そ の もので はな くて,Eustaciaを始め人間達を含 めて万物 を支配 してい る
もの,EgdonHeathが時に代行 す る,そ の代 行 された るものではなか っ
た か.人 物葛藤が加速度的に破局に もつれ込み,そ れに 自然が凄惨な迫力
を加え ていた とき,Eustaciaは己れ の敗北 を知る.そ して叫ぶ言葉は,
"`O,howharditisofHeaventodevisesuchtorturesforme,who
havedonenoharmtoHeavenatall!'であった.こ れが彼女 の この世
の 最後 の言葉 で もあれば,こ の作 晶の真の主人公,主 題はHardyの いわ
1ゆるTheImmanentWil1と考え ざるを得 ない.こう考 えて くると,先 の
E.M.ForsterのHardy評は真に的を得てい るといえる.唯,彼 は人物
を主眼点にお き,そ のrealityを第一 においた.勿 論そ うい う見 方はそ
れ で正 しいが,しか し,HardyのテーマがTheImmanentWillとL・う
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lhumanityを備 えない もの とみた とき,夊 新たな考察 もな され得 る.For-
sterは`he(=Hardy)hasemphasizedcausalitymorestronglythan
hismediumpermits'と云 ったが,今 度は人物で はな くこのcausalityを
主 体 に す るに 適 したmediumを 考 え る ことは出来 まいか.Hardyが
ImmanentWil1に従 ってplotを捏れ ばね る程,肝 心 のImmanentWill
は後退 し,Hardyその人 が人物 をあや つ っているのが見 えた.叉,作 晶
中,人 物 の葛藤 を錯綜 させ,・人 間を不幸に してい った偶 然が多ければ多い
程,そ れ に対す る怒 りを読者はImmanentWi11に投 げかけず,Hardy
そ の人V'煩らわ しさとして感 じたのであ る.こ のHardyと い う作者を と
り除 いて,作 晶か らImmanentWillへ読者を直結 させ る方法はなか った
もので あ ろ うか.そ の解決は視点V'あるよ うである.Hardy・は概 して高
みか ら見 下 していた作家で ある.そ こでそ の視点 をい っそ のこ と更 に高 く
上げて,天 上 界y托 せ ば ど うで あ ったか.そ うす れ ぽ,作 者 は姿を消 し
て,作 品はそ れ 自体で独立 し,且 つImmanentWillそのものを読者に提
示 しえた のではなか ったか.Hardyは これ をTheDynastsに於 て実行
し,ImmanentWillを見事に表現 し得た のであ っだForsterはWessex
皿ovelsにつ いて,`Theyaretobetragediesortragi-comedies,とい っ
ている.こ の よ うな ことは小説 とい う形態で は不可能 なのか も しれ ない.
しか しなが ら尚,Lubbock流に 云えぽ,ひ ょっ とす ると,彼 が 自分の テ
ーマを もっと明確 に把 握 し,も っ と方法を熟考 しておれば,TheReturn
ρプtheNativeは更Y'優れた小 説にな っていたか もしれ ない,と は云える
で あろ う.
以上,葛 藤 の考察 を通 して,TheReturnoftheNativeのテーマが
ImmanentWillであ り,TheDynastsへの一過程 である とい う結論に達
した.ま ことにあ りふ れた,わ か り切 った結 論であ る.だ がHardyの 研
究 は ここか ら始 まるのであ ろ う.Im皿anentWil1とは何か,TheNative
が 小説の白眉 として我 々に与え る感銘 は何であ るか,等 につい ては稿を改
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めたい.
〔註 〕TheReturn(ftheNativeか ら の 引 用 ペ ー ジ数 は ∫1954年Macmillan&
Co.,Ltd.刊のPocketEditionに依 っ た.
